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	■ 配置計画　　〈刈谷特別支援学校・小垣江東小学校〉
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トイレ
　放課時間にゆとりを持って使用できるよう複数の箇所に設置
１階
２階
３階
校門
　特別支援学校の送迎車両と
小垣江東小学校の児童との動線を分離
　日常の機能訓練や非常時の避難経路として利用
バリアフリー
　特別支援学校の児童生徒が行き来できるようスロープを設置し、体験学習が出来るよう配慮
給食センターとの連絡通路
　両校の給食・特別食をスムーズ
に配膳できるよう渡り廊下を整備
集会室
　機能訓練、ミニ図書室など
学校の運営形態に合わせて使用
ふれあい広場
　両校の児童生徒が活発な交流を図る場の一つとして想定
第一学校給食センターの併設
　特別支援学校に通う児童生徒のための形態調整食やアレルギーに対応した給食を調理

給食の配膳
　学校と給食センターを２階でつなぐ｢渡り廊下｣を新設し、スムーズな配膳が出来る動線を確保

外部多目的トイレの新設
　体育館や外部での活動時でも利用できるよう外部トイレを新設

体育館への接続
　特別支援学校の児童生徒が体育館へと接続しやすいよう専用通路を新設

既存小学校との交流
　主に北舎を特別支援学校、南舎を既存の小垣江東小学校として利用することで、両校の間で活発な交流が生まれる施設とする

普通教室
　普通教室をパーティションで
仕切り、柔軟な利用に対応
玄関
　最大７０人の児童生徒がスムーズに昇降できる広さを確保
スロープ棟
　１階から３階まで結ぶスロープを設置
日常の機能訓練や非常時の避難経路として利用

グラウンドと遊具スペース
　200ｍトラックや野球・サッカーグラウンドとして
最大限活用できるよう、遊具スペースを再配置
自然体験ゾーン
　小垣江東小学校の伝統であるホタルを育てるビオトープや子牛の世話をする牛小屋、田んぼや学校菜園、小垣江三山といった自然体験できる場を集約
乗降スペース
　児童生徒が乗降するための
屋根付待車スペースを設置
特別教室
　両校の児童生徒が使用できる特別教室の仕様に改修
給食センター通用門
　搬入トラックの動線と児童生徒
や送迎車両との動線を分離
職員室
　75人までが執務できる特別支援学校用の職員室


刈谷市
教育委員会
教育総務課
0566-62-1034

刈谷市立刈谷特別支援学校基本
コンセプト

目　　的


● 肢体不自由児の長時間通学を解消




刈谷市内には特別支援学校がなく、肢体不自由児の多くは専門性の高い教育を求め、半田市の
「愛知県立ひいらぎ特別支援学校」まで長時間をかけて通うため、児童生徒にとってその負担は非常に大きいものがありました。
刈谷市は、この課題を一刻も早く解消するため、市内に肢体不自由に特化した特別支援学校を
整備しました。

場　　所

● 既設の「刈谷市立小垣江東小学校」に併設


 

障害のある子どもたちと、障害のない子どもたちが共に教育を受けることができる環境を創ることを目指して、既存の学校に併設すること、通学区域である３市（刈谷市・知立市・高浜市）全体からのアクセスに優れていることから小垣江東小学校内に整備しました。

　　通学区域

● 刈谷市・知立市・高浜市



　　　同様の課題を抱える刈谷市・知立市・高浜市
の３市を通学区域としました。


規　　模
● 小・中・高等部合わせて
最大定員７０人（２５学級）





３市（刈谷市・知立市・高浜市）からの特別
支援学校への通学者数を踏まえ、開校当初は、
小学部・中学部・高等部合わせて３０人程度を刈谷特別支援学校

想定し、今後の通学者数増加に対応した規模と
しました。




● 共に学び、交流し、理解し合う




1 特別支援学校ならではの専門的な障害児教育
個々の身体状況に応じたきめ細やかな対応が可能な施設・設備を整備すると共に、専門的な知識や技術を有する教員を配置します。
2 子どもたちが共に学び、交流し、理解し合える環境
既存の小学校との併設という特徴を最大限に活かし、単独で整備された特別支援学校では難しい、学校生活全般を通したさまざまな「ふれあい活動」を実施します。
3 特別支援教育のセンター的機能の構築
肢体不自由のみならず、すべての障害種別を対象に、３市における特別支援教育の充実を図ります。
4 安心・安全な医療的ケア体制を整備
刈谷豊田総合病院と連携を図り、切れ目ない校内医療的ケア体制を構築します。
5 地域に開かれ、地域と共に活動
昭和６３年に小垣江東小学校が開校して以来、地域と共に育んできた校内の緑化活動を継続するなど、広く地域住民と交流できるような環境を創造します。
6 安全で温かい給食の提供
特別支援学校に通う児童生徒のための特別食（摂取機能に合わせて特別な調理を施した給食）の調理を、学校敷地内に移転した第一学校給食センター（平成２９年９月稼動開始）で行います。

ｽｹｼﾞｭｰﾙ
● 平成３０年４月開校
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平成２８年７月　着工
校舎の増築
既存校舎の改修
外構工事

　平成２９年９月　給食センター
　　　　　　　　　　稼動開始

　平成３０年４月　開校
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建物の概要

構造・規模

北東棟 ＲＣ造・地上３階 2,354

北西棟 ＲＣ造・地上３階 1,455

スロープ棟 Ｓ造・地上３階 513

南棟 ＲＣ造・地上３階 2,900

渡り廊下 ＲＣ造・地上３階 105

給食センター

Ｓ造・地上２階

地下ピット

4,262

渡り廊下 Ｓ造・地上２階 95

特別支援学校

小垣江東小学校

第一学校

給食センター

面積（㎡）
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